
趣
味
の
延
長
で
東
京
・
神
田
の

三
樹
書
房
よ
り
「
六
〇
年
代
街
角

で
見
た
ク
ル
マ
た
ち
」
と
題
し
、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
車
編
」、「
ア
メ
リ
カ

車
編
」、「
日
本
車
・
珍
車
編
」
の

三
部
作
を
出
版
し
た
。
私
の
「
ク
ル

敗
戦
の
年
、
昭
和
二
〇
年
四
月

憧
れ
の
県
立
静
岡
中
学
校
に
入
学

し
た
。
僅
か
な
期
間
だ
け
ど
軍
事

教
練
を
さ
せ
ら
れ
た
。六
月
に
は
、

マ
写
真
」
の
う
ち
三
枚
を
同
窓
会

報
で
紹
介
出
来
る
機
会
を
い
た
だ

米
軍
機
Ｂ
29
大
編
隊
に
よ
る
静
岡

大
空
襲
で
、
街
は
一
夜
で
廃
墟
と

な
っ
た
。
空
襲
の
恐
怖
を
体
験
、

戦
争
の
悲
惨
さ
を
知
る
。
そ
し
て

き
感
謝
し
て
い
る
。
第
三
弾
の
「
日

本
車
・
珍
車
編
」
の
発
売
（
三
月

二
八
日
）
に
合
わ
せ
、
三
月
下
旬

―
五
月
上
旬
に
静
岡
・
谷
島
書
店

で
「
写
真
展
」
を
開
催
し
て
い
た

だ
き
、こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
。

車
写
真
を
撮
り
始
め
た
の
は
古

く
、
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
年
）

中
学
三
年
の
時
だ
っ
た
。
駄
菓
子

八
月
一
五
日
終
戦
。
物
不
足
・
食

料
不
足
の
厳
し
い
生
活
は
、
生
涯

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

当
時
、
東
京
麻
布
中
学
校
か
ら

静
岡
市
の
祖
母
の
家
に
疎
開
し
、

転
校
し
て
き
た
同
期
生
の
一
人
が

朝
倉
　
勇
君
で
あ
る
。
あ
れ
か
ら

六
〇
余
年
。
彼
は
現
在
東
京
港
区

元
麻
布
に
居
住
し
、
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
で
あ
り
、
ま
た
詩
人
と
し
て

活
躍
中
で
あ
る
。
一
九
五
八
年
に

第
一
回
ユ
リ
イ
カ
新
人
賞
佳
作
第

一
席
、
一
九
九
八
年
第
四
回
丸
山

豊
記
念
現
代
詩
賞
受
賞
、
二
〇
〇

店
で
現
像
し
て
く
れ
る
玩
具
カ
メ

ラ
で
撮
っ
た
一
枚
が
奇
跡
的
に
ハ

ッ
キ
リ
、
ク
ッ
キ
リ
仕
上
が
り
、

こ
れ
が
五
〇
年
以
上
続
く
「
ク
ル

マ
写
真
」
の
出
発
点
と
な
っ
た
。

静
岡
を
離
れ
転
勤
先
の
東
京
で
も

ク
ル
マ
撮
影
は
続
き
、
昭
和
五
六

年
（
一
九
八
一
年
）
カ
ラ
ー
に
変

わ
る
ま
で
モ
ノ
ク
ロ
写
真
は
一
万

五
年
に
は
画
家
脇
田
和
氏
と
詩
画

集
展
を
開
催
し
た
。
所
属
は
歴
程

同
人
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
、

日
本
現
代
詩
人
会
会
員
で
あ
る
。

彼
の
詩
集
の
中
に
は
、
常
に
優
し

さ
と
温
も
り
と
夢
が
見
出
せ
る
。

今
回
、
齢
七
〇
を
過
ぎ
童
話
作

家
に
挑
戦
し
、
標
記
の
「
ポ
ー
ル

と
小
鳥
」（
東
京
杉
並
・
童
話
屋

発
行
）
を
初
出
版
し
た
。
発
売
は

二
月
二
〇
日
。
近
所
の
本
屋
か
ら

取
り
寄
せ
読
ん
で
み
た
。
読
み
易

い
文
章
と
各
頁
の
見
事
な
レ
イ
ア

ウ
ト
、
漢
字
に
は
全
て
ル
ビ
が
あ

り
、
子
供
た
ち
に
想
い
を
寄
せ
て

い
る
。
一
七
六
頁
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
短
時
間
で
読
み
終
わ
る
。
装

丁
と
絵
は
、
安
野
光
雄
氏
が
担
当

さ
れ
た
。
そ
れ
が
本
文
と
見
事
に

五
、
〇
〇
〇
枚
に
な
り
、
そ
の
ア

ル
バ
ム
を
見
た
友
人
が
出
版
社
に

話
し
て
モ
ノ
ク
ロ
写
真
「
六
〇
年

代
の
街
角
で
見
た
ク
ル
マ
た
ち
」

が
誕
生
し
た
。

生
ま
れ
は
静
岡
市
西
草
深
。
今

は
英
和
女
学
院
の
運
動
場
に
な
っ

て
い
る
。
高
校
（
当
時
は
城
内
高

校
）
の
校
舎
は
旧
静
岡
連
隊
の
兵

調
和
し
、
心
が
洗
わ
れ
る
思
い
が

し
た
。
童
話
の
要
旨
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
田
舎
を
舞
台
と
し
、
笛
上
手

な
少
年
ポ
ー
ル
と
仲
良
し
の
囀
り

名
人
の
小
鳥
ピ
ル
ル
が
、
協
力
し

て
子
供
た
ち
を
元
気
づ
け
、
さ
ら

に
病
人
を
救
い
、
つ
い
に
敵
国
の

王
の
心
を
動
か
し
て
平
和
を
築
き

あ
げ
る
話
で
す
。
こ
の
童
話
を
現

世
相
、
と
く
に
子
供
社
会
に
重
ね

合
わ
せ
て
み
れ
ば
、
著
者
の
す
ぐ

れ
た
感
性
と
哲
学
が
随
所
に
感
じ

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
や
が
て
日
本

の
国
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
豊
か

な
情
操
を
育
み
、
他
人
へ
の
思
い

や
り
優
し
い
心
が
育
ち
、
平
和
と

友
愛
の
輪
を
大
き
く
広
げ
て
く
れ

る
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

わ
が
家
の
嫁
と
孫
た
ち
の
読
後

感
想
は
、
友
だ
ち
に
も
薦
め
た
い

と
好
評
で
す
。
著
者
朝
倉
勇
君
か

ら
最
近
頂
い
た
葉
書
の
末
尾
に
、

〝
こ
の
本
は
一
種
の
遺
言
な
ん
で

す
よ
〞
と
書
い
て
あ
っ
た
。

（
67
期
　
小
杉
　
弘
）

118
期
の
本
多
さ
や
か
さ
ん
＝
静

岡
市
北
＝
が
、
平
成
一
八
年
三
月

の
東
京
女
子
大
卒
業
に
際
し
て
、

同
校
の
優
れ
た
論
文
に
贈
ら
れ
る

「
第
二
六
回
松
村
緑
賞
」
を
授
賞

し
ま
し
た
。

同
賞
は
同
校
の
卒
業
生
で
あ
り
、

名
誉
教
授
だ
っ
た
故
松
村
緑
氏
が

舎
で
、窓
は
上
下
開
閉
式
だ
っ
た
の

を
懐
か
し
く
思
い
出
す
。
長
谷
の

鉄
筋
校
舎
が
完
成
し
、
三
年
の
一

年
間
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。

高

祭
の
パ
レ
ー
ド
で
「
キ
ャ
ベ
ツ
神

輿
」
を
作
っ
た
の
が
一
番
の
思
い

出
。
一
年
生
の
私
の
発
案
が
採
用

さ
れ
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
担
任
の
渡

辺
秋
良
先
生
（
数
学
担
当
、
髪
が

ウ
エ
ー
ブ
し
て
い
た
の
で
愛
称
キ

ャ
ベ
ツ
）
を
み
こ
し
に
乗
せ
、
も

み
く
ち
ゃ
に
し
よ
う
と
企
て
、
先

生
を
恐
怖
の
ど
ん
底
に
陥
し
入
れ

た
。
今
は
お
詫
び
の
気
持
で
い
っ

ぱ
い
だ
。

最
近
は
海
外
の
撮
影
が
中
心
で

同
じ
趣
味
の
多
く
の
友
人
に
恵
ま

れ
楽
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

千
葉
市
稲
毛
区
園
生
町
居
住
。

（
69
期
　
浅
井
　
貞
彦
）

最
近
図
書
館
の
様
子
と
、
同
窓

会
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の

応
募
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

毎
年
一
月
か
ら
二
月
半
ば
に
か

け
て
三
年
生
を
中
心
に
、
多
く
の

生
徒
が
図
書
館
を
自
習
室
と
し
て

利
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
年

も
セ
ン
タ
ー
試
験
の
前
、
ま
た
家

庭
学
習
に
入
っ
て
か
ら
の
図
書
館

は
、
受
験
生
の
熱
気
で
息
苦
し
さ

を
感
じ
る
よ
う
な
混
雑
し
た
日
も

あ
り
、「
ど
う
か
皆
、
希
望
の
大

学
に
合
格
し
て
ほ
し
い
」
と
祈
り

た
い
気
持
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

国
立
大
学
前
期
入
試
の
日
、
図
書

日
本
文
学
科
学
生
な
ど
の
研
究
活

動
を
奨
励
す
る
た
め
創
設
さ
れ
た

基
金
に
よ
り
ま
す
。

授
賞
し
た
本
多
さ
ん
の
論
文
は

「
会
話
分
析
―
話
者
の
相
互
関
係

館
の
主
の
三
年
生
は
、
受
験
で
出

か
け
て
い
ま
し
た
が
、
夜
間
に
も

か
か
わ
ら
ず
、世
代
交
代
し
て
一
、

二
年
生
の
勉
強
す
る
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
夜
間
も
良
い
環
境
で
勉
強

で
き
る
こ
と
は
生
徒
達
に
良
い
影

響
を
も
た
ら
す
こ
と
と
信
じ
ま
す
。

さ
て
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

応
募
状
況
で
す
が
、
昨
年
の
同
窓

会
総
会
の
折
の
、
遠
藤
校
長
先
生

の
呼
び
か
け
等
に
よ
り
、
七
人
の

方
が
応
募
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
方
々
で
一
月
七
日
か
ら
二
月

二
六
日
ま
で
の
土
、
日
計
一
五
日

間
、
試
験
的
に
夜
間
七
時
ま
で
開

館
し
て
い
た
だ
き
、
皆
様
か
ら
は

「
生
徒
達
の
静
か
に
勉
強
す
る
姿

に
驚
き
ま
し
た
」
と
の
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
前
号
の
同
窓
会
報
を

読
ん
で
賛
同
し
て
下
さ
っ
た
方
が

若
干
増
え
、
さ
ら
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
図

書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
Ｏ
Ｂ
の
方

が
加
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
四
月

八
日
よ
り
一
八
人
の
同
窓
会
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
が
正
式
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
83
期
の
方

が
一
人
、
91
期
の
方
が
九
人
、
96

期
の
方
が
一
人
で
同
窓
会
員
一
一

人
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
第
一
回

目
の
会
合
は
、
同
窓
会
の
よ
う
な

和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
が
、
皆

様
か
ら
は
さ
ら
に
会
員
数
を
ふ
や

し
た
い
と
い
う
ご
意
見
が
出
ま
し

た
。
ど
う
か
、
各
期
か
ら
多
勢
の

方
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
こ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
が
広
が
る
こ

と
を
切
に
願
い
ま
す
。

（
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

会
長
　
91
期
　
幸
田
智
子
）

と
―
」
題
し
、
話
し
こ
と
ば
に
お

け
る
話
者
の
相
互
関
係
を
明
ら
か

に
し
、
最
終
的
に
は
四
つ
の
会
話

形
態
を
提
示
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

話
者
の
性
格
検
査
を
取
り
入
れ
、

会
話
分
析
に
言
語
面
以
外
の
視
点

の
必
要
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

授
賞
は
文
理
学
部
卒
業
式
の
後
、

日
本
文
学
科
卒
業
者
記
念
撮
影
の

場
で
行
わ
れ
、
学
友
か
ら
祝
福
を

受
け
ま
し
た
。

（
編
集
委
員
）
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期

本
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さ
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松
村
緑
賞
受
賞

東
京
女
子
大
の
優
秀
論
文

朝
倉
勇
氏
の
童
話
「
ポ
ー
ル
と
小
鳥
」

優
し
さ
、
友
愛
の
輪

願
う

浅
井
貞
彦
氏

写
真
集
か
ら

67期 小杉弘氏

同窓会員も11人参加

図書館ボランティア
和やかに第１回会合

1957フェラーリ250TR（イタリア・ブレシアにて）
「ポールと小鳥」と朝倉氏

最近は海外での
撮影が多い、と
話す浅井さん

1937ブガッティＴ57SC（アメリカ・カリフォルニアにて）

1938マセラティ8Ｃ　TF（イギリス・グッドウッドにて）


